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はじめに（巻頭言） 
 

～市民全員で取り組むいじめ防止～ 
「いじめ防止等に関する条例」が施行 

 
豊田市子どもの権利擁護委員 
代表擁護委員 渡邊 佐知子 

 
豊田市では、いじめを防止して、すべての子どもが学校や地域で安心して学び育つ

ことができるよう、2026 年４月に「いじめ防止等に関する条例」（以下「条例」とい
う）を施行しました。これまではいじめ防止対策推進法等にもとづいて、学校を中心
に対応を図ってきましたが、社会の変化により子どもの生活が多様化し、オンライン
空間も含め活動場所が広範囲にわたるようになりました。 

子どもの権利は家庭や学校のみならず、子どもが過ごすあらゆる場所で守られる必
要があります。こうした状況の中、条例を定め市や学校、保護者、子ども、地域住民、
事業者がそれぞれの責務や役割を果たし、主体的にいじめ防止活動に取り組むことは
画期的なことであり、大変意義深いと考えています。 
 

こことよでは、子ども条例に基づいて、子どもや大人からいじめの相談を受け、①
個別救済、②調査・調整、③制度改善、③普及啓発の機能を活かしていじめの問題に
取り組んできました。いじめは子どもにとって大切な４つの権利である「安心して生
きる権利」「自分らしく生きる権利」「豊かに育つ権利」「参加する権利」が守られてい
ない重大な権利侵害です。子どもの意見を聴いて、子どもにとって最もよいことを第
一に考える対応を行うことが重要になっています。 
 今後は、条例を具現化するために、各事業者がマニュアルを作成し、従事者への研
修を行うなど対応力の充実を図ることになっています。こことよも子どもの権利の視
点から研修にご協力できるのではないかと考えています。 
 

また、2023 年度から６年間の計画で豊田市が行っている「権利学習プログラム」
は、擁護委員・相談員の協力のもと小学５年生の全児童と小・中・特別支援学校の全
教職員への対面研修、保護者・地域向けの研修を実施しています。今年度は子どもの
権利とともに、①いじめの定義、②いじめの構造、③いじめに気づいた時の行動など
予防教育の視点を取り入れることにより、子ども自身がいじめについて「理解し」「認
識して」「行動する」ことができるよう支援していきたいと考えています。 
 
 2025年度におけるこことよへの相談は、新規相談件数が131件で前年度（119件）
より 12 件の微増となっています。述べ相談回数は 1,476 回で前年度（933 回）より
543 回増加し 1.6 倍に増え過去最多となっています。 
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述べ相談回数を主訴別にみると教職員等の指導上の問題、交友関係の悩み、家庭内虐
待の順に多くなっています。また、関係機関と調整・連携した件数は 38 件で前年度
（30 件）より８件増え過去最多となっています。いじめや虐待、教職員の不適切な
対応、高年齢児童の自立支援など、困難で複合的な課題のある事例が増えています。
関係機関が早期にネットワークをつくり、包括的に支援する体制の重要性が高まって
います。活動報告書には、最近の社会情勢や相談の中で擁護委員が感じた課題につい
ても記載しておりますので、お読みいただけたらと思います。 
 
 こことよでは、権利侵害は子どもの「つらい」「変だ」「困った」「おかしい」と感じ
る気持ちの中にあると考えています。子どもの声を聴いて、どんな問題があるのかを
見立て、子どもの「思い・考え・意見」を関係機関に伝えていきます。子どもの思い
等を伝えることにより、子どもの最善の利益について関係機関の皆さまと一緒に考え、
日常の生活の中に子どもの権利を実現していきたいと考えています。 
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１ 豊田市子どもの権利擁護委員制度 

豊田市が目指す「子どもにやさしいまちづくり」の具体的な取り組みとして、 
子どもの権利が侵害されたとき、市から独立した機関によって、その救済と回復を
支援するために設置されたのが、豊田市子どもの権利擁護委員です。 

社会全体で子どもの育ちを支え合う仕組みを定めることに

などに関して知識や経験のある人のうち
から、市⾧が選びます。2025 年度は、
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＜相談の主な流れ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は、相談から解決（救済・権利の回復）までの主な流れをイメージしたもの
です。 

「つらい」「苦しい」「困った」「くやしい」とき、「いじめられている」「助け
てほしい」「だれにも言えない」とき、あるいは「だれかに聞いてもらいたい」とき
は、相談室に電話をしましょう。 

お友だちのこと、学校のこと、家族のことなど、どんなことでもお話をききます。
子どものことなら大人でも相談できます。 

電話での相談は、フリーダイヤルですので通話料はかかりません。相談も無料です。
面談（会って話すこと）もできます。相談は、ＦＡＸ・メール・手紙でもしています。 

 

 ※相談電話番号  ０１２０－７９７
な く な

－ ９
きゅう

３
さ

１
い

 
（水～土、午後１時～午後６時（金は午後８時まで）） 

※ＦＡＸ番号   ０５６５－３３－９３１４ 
※メールアドレス 

ｋｏｄｏｍｏ—ｓｏｕｄａｎ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｔａ．ａｉｃｈｉ．ｊｐ 
 

＊リーフレットより＊ 
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※手紙宛先（住所） 
  〒４７１－００３４ 

    豊田市小坂本町１丁目２５番地 豊田産業文化センター４階 
     こことよ 又は とよた子どもの権利相談室 
 

2020年5月から当相談室の愛称「こことよ」の使用を始めました。 
子どもの「心」を「豊かに」という意味が込められています。 
また、子ども会議の子ども委員が、愛称に「ここにいるよ」「ここがあるよ」という 
意味を付加してくれました。 

 
 ※こことよレター 
  2022年度から、誰でも無料で、手紙で相談できるように「こことよレター」を 

作成し、学校での権利学習の時や、市役所及び豊田産業文化センターで配布してい 
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布にご協力いただける方は、 
「こことよ」までご連絡ください。 
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＜子どもの権利の侵害に対する救済・回復制度の仕組み＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   

 

 

≪子どもの権利擁護委員≫ 
 
 
 
 

                                     
 
 
                  

 

 
＜相談者＞ 

＜申立人＞ 
 

・子ども本人 

・保護者 

・そのほか関係者 

 

   

    

 

 

 

 

他機関への引き継ぎ 

救済の申立ての受付 

要件審査 

要件非該当 

調査せず 

【事実の調査】 

【関係者間の調整】 

 

  関係者間における解決・改善 

 
※必要と認めるとき 

【是正措置の勧告】 

【制度などの改善の要請】 

※是正状況や制度改善の状況など 

の報告を求める 

 
 

・市の機関 

・市の機関以外の 

もの 

要件該当 

 
【電話相談】【面接相談】 

【メールによる受付】 

救済の 

申立て 

相 談 

要件非該当

を通知 

調査・調 

整の結果 

を通知 

改善結果 

などの通 

知 

子どもの権

利の侵害に

関する悩み

や相談など 

要請の実 

施の有無 

を通知 

調査協力 

 

子どもを 

主体とした 

解決への 

協力 

 

勧告・改善

の 要 請 へ

の対応 

対応状況等を報告 

 

擁護委員の自らの判断 

（自己発意）  

勧告 

要請 

調査実施 

事前通知 

調査への 

協力 

情報収集 

第三者の申立てや自己発意

の場合は同意が必要 

助言・支援に

より解決 

※必要と認めたとき 

【対応状況等の公表】 

報告を 

求める 

7



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8



２ 相談の状況 
 
（１）2025 年度の概況 

2025 年度に受け付けた新規（※注 1）の相談案件は 131 件でした。 
2024 年度と比較すると 12 件増加しています。また、131 件のうち子ど 

も本人から直接相談があったのは 84 件で全体の 64％、親からの相談は 33 
件で全体の 25％でした。 

結果的に 1 回の電話や面談で終わる相談もありますが、何回か電話相談
を重ねる案件や、必要に応じて面談をする案件もあります。また、学校や関
係機関への聴き取り等も合わせて延べ回数（※注 2）としています。 

 
2025 年度の延べ回数は 1,476 回で、2024 年度の 933 回より 58％増、 

2023 年度の 1,044 回より多い状況でした。 
2025 年度は相談者からの「申立案件」はありませんでした。また、擁護

委員の判断で調査を開始する「発意案件」は、2025 年度の新規はありませ
んでしたが、2023 年度からの調査・調整中案件が 1 件ありました。また、
「情報収集」のため関係機関へ調査・調整を行った案件は 38 件ありました。 

 
なお、短時間であっても相談者と会話したものは相談案件として扱って 

いますが、性別や学齢、主訴が不明になっている場合があります。電話がつ
ながっても相手が無言のまま切れるものがあります。こうした無言電話は相
談件数として扱っていません。 

 
※注 1「新規」・・・・初回の相談のこと 
※注 2「延べ回数」・・継続して相談があった回数。この中には申立・ 

発意案件での調査・調整活動、情報収集のための 
調査活動の回数も含む（例、1 案件で 5 回相談が 
あった場合は延べ回数 5 回とする）。 

  
（２）相談状況の統計 

とよた子どもの権利相談室が受けた相談は、項目に分けて統計処理して 
います。以下に、2025 年度のものを掲載しました。 
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ア 月別相談件数（新規・延べ） 
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200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2024年度新規件数 2025年度新規件数

2024年度延べ回数 2025年度延べ回数

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

2024 年度

新規件数 
4 2 9 22 6 7 33 17 7 7 2 3 119 

2024 年度

延べ回数 
97 42 65 88 47 91 148 99 83 68 35 70 933 

2025 年度

新規件数 
7 6 6 13 11 11 12 10 32 3 11 9 131 

2025 年度

延べ回数 
104 80 88 121 110 154 94 141 204 157 117 106 1476 
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イ 相談者別（新規）  ～初回相談をしてきた人～ 

 

 

相談者別では、子どもからの相談が 84 件（64％）、親からの相談が 33 件（25％）
でした。 

 
ウ 相談者が子どもの場合の学齢・性別（新規） 

 
男子 34 件、女子 43 件でした。性別又は学齢が不明のもの 7 件でした。 
小学生からの相談が多く、63 件（76％）となっています。 
（性別又は学齢が不明な案件があるため、グラフとの不整合あり） 

子ど

も
親

祖父

母

きょう

だい
教員 施設 行政 市民

その

他

対象

外
不明

2024年度 73 27 2 0 1 0 1 3 2 10 0

2025年度 84 33 0 0 1 1 1 1 3 7 0
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